
　「
事
件
を
起
こ
し
た
少
年
た
ち
の
多

く
は
、
愛
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

劣
悪
な
環
境
で
育
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
で
す
ね
。
事
件
の
背
景
を
じ
っ

く
り
と
探
り
、
少
年
の
全
人
格
を
肯

定
的
に
受
け
止
め
る
人
が
い
な
い

と
、
こ
の
先
も
彼
ら
は
更
生
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」 

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
母
親
を
十

二
歳
と
十
三
歳
の
兄
弟
が
死
に
至
ら

し
め
た
事
件
。
兄
を
刺
殺
し
た
中
学

生
の
事
件
―
―
弁
護
士
と
し
て
数
多

く
の
少
年
事
件
に
関
わ
っ
て
き
た
橋

山
吉
統
さ
ん
は
こ
う
語
る
。
橋
山
さ

ん
が
所
属
す
る
福
岡
県
弁
護
士
会
で

は
、
二
〇
〇
一
年
二
月
か
ら
、
全
国

に
先
駆
け
、
家
庭
裁
判
所
で
観
護
措

置
決
定
を
受
け
た
全
て
の
少
年
に
弁

護
士
を
付
添
人
と
し
て
派
遣
す
る

「
全
件
付
添
人
制
度
」
を
は
じ
め
た
。

橋
山
さ
ん
は
、
こ
の
制
度
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人

だ
。
福
岡
県
で
は
じ
め
た
「
全
件
付

添
人
制
度
」
は
そ
の
後
全
国
的
な
広

が
り
を
見
せ
、
〇
七
年
の
少
年
法
改

正
で
は
、
重
大
事
件
に
限
っ
て
で
は

あ
る
が
、
国
選
で
弁
護
士
付
添
人
が

付
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
橋
山
さ
ん
が
弁
護
士
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
は
高
校
三
年
生
の
と
き
。

人
と
一
対
一
で
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
苦
し
み
を
解
決
す
る
手
段

を
も
つ
弁
護
士
に
魅
力
を
感
じ
、
法

学
部
に
進
む
こ
と
に
し
た
と
い
う
。 

　「
創
価
大
を
選
ん
だ
の
は
、
地
元
の

国
立
大
よ
り
毎
年
多
く
の
司
法
試
験

合
格
者
を
出
し
て
い
ま
し
た
し
、
世

界
を
視
野
に
入
れ
た
将
来
を
考
え
る

な
ら
創
価
大
が
い
い
と
先
輩
に
す
す

め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
実
際
に
入
学

し
て
み
る
と
、
ま
わ
り
の
み
ん
な

が
、
外
交
官
や
国
連
職
員
に
な
っ
て

国
際
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
か
、
パ

リ
に
留
学
し
て
芸
術
面
で
活
躍
し
た

い
な
ど
と
熱
く
語
り
合
っ
て
お
り
、

と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」 

　
司
法
試
験
に
向
け
て
本
格
的
に
勉

強
を
始
め
た
の
は
大
学
三
年
生
に
な

っ
て
か
ら
。
一
日
最
低
十
一
時
間
以

上
は
勉
強
す
る
と
決
め
て
や
り
ぬ
い

た
。 

　
創
価
大
に
は
、
開
学
以
来
、
司
法

試
験
に
合
格
し
た
先
輩
が
後
輩
の
面

倒
を
み
る
と
い
う
伝
統
が
あ
る
。 

　「
多
く
の
先
輩
た
ち
に
支
え
ら
れ
見

守
ら
れ
て
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
、
創
価
大
の
法
科
大
学
院

に
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い

っ
て
学
生
が
法
律
事
務
所
な
ど
で
現

場
実
習
を
す
る
制
度
が
あ
る
ん
で

す
。
そ
れ
で
、
私
の
事
務
所
で
も
第

一
期
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の

学
生
が
今
年
の
司
法
試
験
に
合
格
し

た
と
き
は
僅
か
で
す
が
ご
恩
返
し
が

で
き
た
よ
う
で
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
」 

　
橋
山
さ
ん
が
手
が
け
る
案
件
は
、

少
年
事
件
だ
け
で
な
く
、
学
校
問

題
、
借
金
に
苦
し
む
人
の
相
談
か
ら

離
婚
や
交
通
事
故
の
仲
裁
ま
で
と
幅

広
い
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
へ
少

年
審
判
制
度
の
研
究
に
出
か
け
本
に

ま
と
め
た
。 

　「
常
に
庶
民
と
苦
楽
を
共
に
し
、
庶

民
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
。
生
涯
、
人
に
対
す

る
愛
情
を
忘
れ
な
い
弁
護
士
で
あ
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
」 

　「
英
知
を
磨
く
は
何
の
た
め
」
―

橋
山
さ
ん
の
胸
に
は
、
創
立
者
が
大

学
開
学
の
際
に
学
生
た
ち
に
贈
っ
た

言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 
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創価大学 
創価女子短期大学 

橋
山
吉
統 

さ
ん 

一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
す
る 

弁
護
士
で
あ
り
た
い 

本
年
（
二
〇
〇
七
年
）
の
新
司
法
試
験
で
、
創
価
大
は

二
〇
名
の
合
格
者
を
出
し
、
合
格
率
で
は
私
学
四
位
の

成
績
を
残
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
計
は
一
五
六
名
に
な

る
。
法
科
大
学
院
の
研
究
科
長
を
務
め
る
桐
ヶ
谷
副

学
長
は
「
人
と
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
本
学
の
理

念
」
と
合
格
者
に
期
待
を
寄
せ
る
。 
弁
護
士 

創
価
大
学
法
学
部
卒
業 

H
ash

iyam
a Yosh

in
ori

は
し
や
ま
・
よ
し
の
り
／

一
九
六
四
年
福
岡
県
生
ま

れ
。
八
三
年
県
立
田
川
高

等
学
校
卒
業
。
八
七
年
創

価
大
学
卒
業
。
九
〇
年
司

法
試
験
合
格
。
九
三
年
弁

護
士
登
録
。
二
〇
〇
〇
年

〜
〇
五
年
日
弁
連
子
ど
も

の
権
利
委
員
会
副
委
員
長
。

〇
五
年
福
岡
県
子
ど
も
の

権
利
委
員
会
委
員
長
。
著

書
に
『
少
年
事
件
付
添
人

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
（
共
著
、

日
本
評
論
社
）、『
少
年
審

判
制
度
が
変
わ
る
―
全
件

付
添
人
制
度
の
実
証
的
研

究
―
』（
共
著
、
商
事
法

務
）
な
ど
。 


